
５月の村の動きと主なできごと５月の村の動きと主なできごと
１
日 

・ 

土
屋
品
子
復
興
大
臣
　
来
村（
長
泥
地
区
）

　
　 

・ 

福
島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
　
実
習（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

７
日 

・ 

い
い
た
て
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
３
ど
」お
披
露
目
会（
い
い
た
て
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
３
ど
」）

８
日・10
日・14
日 

・ 

相
馬
看
護
専
門
学
校
　
実
習（
村
内
各
所
）

10
日 

・ 

齋
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事
　
来
村（
村
役
場
／
田
舎
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
カ
ッ
セ
／
長
泥
地
区
）

12
日 

・ 

飯
舘
Y
O
I
T
O
K
O
発
見
！
ツ
ア
ー（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」／
大
火
山
他
）

　
　 

・ 

長
泥
行
政
区
住
民
懇
談
会（
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

15
日 

・ 

福
島
大
学
　
飯
舘
産
牛
肉
を
使
っ
た
牛
丼
試
食
会（
福
島
大
学
）

15
～
18
日 

・ 

第
７
次
総
合
振
興
計
画
に
係
る
先
進
地
視
察（
高
知
県
／
徳
島
県
）

16
日 

・ 

ふ
く
し
ま
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
視
察（
福
島
市
）

　
　 

・ 

ふ
く
し
ま
田
園
中
枢
都
市
圏
首
長
会
議（
福
島
市・福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
）

18
日 

・ 

い
い
た
て
っ
子
運
動
会（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
校
庭
）

　
　 

・ 

守
時
タ
ツ
ミ  

コ
ン
サ
ー
ト（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

20
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

21
日 

・ 

菅
野
典
雄
前
村
長
　
県
知
事
表
彰（
福
島
市・杉
妻
会
館
）

22
日 

・ 

令
和
６
年
度
南
相
馬
地
区
防
犯
指
導
隊
委
嘱
状
等
交
付
式（
村
役
場
）

　
　 

・ 

福
島
県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部
　
実
習（
い
い
た
て
ホ
ー
ム
）

23
日 

・ 

い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
　
前
期
課
程
の
田
植
え
体
験（
前
田・八
和
木
地
区
）

　
　 

・ 

定
例
教
育
委
員
会（
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園
）

　
　 

・ 

文
化
財
保
護
審
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

24
日 

・ 「
い
い
た
て
の
牛
を
考
え
る
会
」視
察
研
修（
西
郷
村・家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
他
）

29
日 

・ 

生
涯
学
習
事
業
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会（
村
役
場
）

30
日 

・ 

社
会
教
育
委
員
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

31
日 

・ 

村
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
検
討
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

髙野進さん　瑞宝単光章

　髙野進さん（八木沢・芦原）が、春の叙勲で
「瑞宝単光章」を受章しました。この勲章は、
長年にわたり公共的な職務に従事し成績を上
げた方に贈られるものです。髙野さんは、昭和
58年から37年間にわたり飯舘村消防団の団
員として活動し、最後の4年間は団長を務めま
した。髙野さんは受章について「家族や団員
に支えられ、一緒に活動をした証し」と感謝し、
「これからも消防団の活動を見守っていきた
い」と団に対する応援の気持ちを語りました。

消防飯舘分署からのお知らせ

住宅用火災警報器の設置率調査結果

　今年の3月に住宅用火災警報器（住警器）の設置
状況について調査しました。結果、約96％のご家庭で
設置されており、全国平均値（約84％）よりも高い水準
でした（条例で定める設置位置全てについている割
合は約88％）。なお、設置から10年以上経過したもの
や未点検のものがあり、維持管理が課題となりました。
　住宅用火災警報器は適切な維持管理を行うことで
効果を発揮します。10年を経過すると電池切れや本
体の故障で作動しないことがありますので、定期的な
交換をお勧めします。また日常点検もお願いします。

熱中症の予防について

　これからの季節は気温が上がり熱中症が増える時期になります。特に、気温や湿度が高い日
は、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調整がうまく働かなくなることで熱中症の発症リス
クが高まります。下記のポイントを参考に熱中症を予防しましょう。

福島大学でイベント 飯舘産牛肉の牛丼が登場　

・ 喉が渇く前に水分・塩分を補給しましょう。
・ エアコンを適切に利用しましょう。
・ 外出時は日傘や帽子を着用しましょう。
・ 熱中症警戒アラート発表時は不要不急の外出を避けましょう。

　問  南相馬消防署飯舘分署☎0244-42-0119

【熱中症予防のポイント】

村内 住警器設置率調査（Ｒ６）

設置率（設置＋一部設置）
　　　　　  ＝ 96.36％

 未設置
3.64％

一部設置
  8.20％

設置（条件適合）
88.16％

　福島大学で、飯舘産黒毛和牛の牛肉を使った牛丼を味わう
イベントが開催されました。キャンパス内の学生食堂で、5月15日
から17日までの3日間、各日400食の特製牛丼が提供されるとい
うイベントです。同時に福島大学が、同大校友会と協力して「福
大生応援プロジェクト2024」を実施し、校友会員の学生は、1食
100円（一般価格は650円）で、この牛丼を味わいました。

5月17日、杉岡村長らが八木沢地区の髙野さんの自
宅を訪れ、瑞宝単光章を伝達しました。

　初日の15日、イベント開始の午前11時には、食堂の窓口に学生が長い列をつくり、おいしそうに牛丼
を頬張る笑顔が、ホールのテーブルに連なりました。

　また、別室では試食会も開催され、三浦浩喜学長や髙橋副村長を
はじめとする関係者が、協力関係に感謝を伝え合い、牛丼の試食を
行いました。今回の牛丼に使用されたのは、飯舘産の牛肉のうまみや
甘みの研究を行う石川尚人食農学類教授らが関わった経産牛の牛
肉です。試食会の出席者は「味が濃くておいしい」「肉の甘みを感じ
る」などと感想を述べ合い、“応援”のこもった牛丼を味わいました。

°

°
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